Alia and the Story of the Rose

アーリヤとバラのお話

(p.2)

　あるところにアーリヤという名前のムスリムの女の子がいました。アーリヤはお母さん、お父さん、弟のアサドと一緒に住んでいました。アーリヤのお母さんとお父さんはとっても良いムスリムでした。きちんと礼拝をし、家族や近所の人たちをよく助け、ラマダーンには断食をしました。

(p.4)

　ある日、アーリヤとアサドはお母さんと公園に行きました。公園で、アーリヤは新しいお友達を作りました。彼女の名前はジュリアでした。アーリヤとジュリアは一緒に遊んで、いい友達になりました。

(p.7)

　帰る時間になって、ジュリアはアーリヤにバイバイと手を振り、お母さんのところに駆けていきました。ジュリアのお母さんはヒジャーブをかぶっていません！アーリヤは自分のお母さんがヒジャーブをかぶっているのを知っていましたので、なんでジュリアのお母さんはかぶっていないんだろう、と不思議に思いました。

(p.8)

　公園から戻ると、アーリヤはお母さんに新しい友達のジュリアとそのお母さんのことを話しました。「ママ、ジュリアのお母さんはヒジャーブをしていないのよ。ママはどうしてヒジャーブをするの？」「ママがヒジャーブをかぶるのはママがムスリムだからよ。それは義務なの。」とお母さんは答えました。

(p.11)

　アーリヤはしばらく考えてから・・・、「ママ、じゃあどうしてムスリムの女の人はヒジャーブをするの？」アーリヤのお母さんは微笑んで言いました。「どうしてヒジャーブをするのか、わかりやすいものを見せてあげるわ。」

(p.13)

　アーリヤのお母さんは子供たちをお庭に連れて行きました。庭には美しいバラのしげみがありました。お庭の花々がとっても美しいので、アサドは花を摘もうと手を伸ばしました。「痛っ！」と言って、彼はすぐ手をひっこめました。「ママ！」アサドは指を撫でながら「トゲ！」と言いました。

(p.15)

　「ママ、どうして茎にトゲがあるの？」アーリヤは聞きました。お母さんは言いました。「トゲは花を危険から守っているのよ。どんなバラにも茎にトゲがあるのよ。」

(p.17)

　アーリヤはお母さんの言っていることを考えました。そして、ヒジャーブをしている自分のお母さんを見上げました。アーリヤのお母さんは微笑んで言いました。「そうよ、アーリヤ。ムスリムの女性がヒジャーブをしなければならないのは、それがアッラーからのご命令だから。アッラーは女性を危険から守るためにこの命令を下されたのよ。お庭のバラのトゲがお花を危険から守るように、アッラーはこの世界の美しいものをさまざまな方法で守ってくださる。ヒジャーブもその中のひとつなのよ。」

(p.18)

　アーリヤはお母さんに抱きつきました。「ママ、ママがヒジャーブするの、うれしい！」「どうして、アーリヤ？」お母さんは聞きました。「だってママがヒジャーブするとアッラーが守ってくださるのがわかるから。ママは私にとって美しいんだもの。」

(p.20)

Hijab

ヒジャーブ

ヒジャーブが頭にあるとき。

とってもいい気分だし、不安もない。

自分がすっかり大丈夫だってわかる。

もう不安に包まれた小さな女の子じゃない。

賢くてテストもばっちりな気分。

ヒジャーブしてるとベストを出せる。

いつだって思ったことを言うことができるわ。

私の思いは隠されないし、気楽なの。

ムスリムだからヒジャーブをするの。

胸を張って歩くためにアッラーがお言いつけになった。

学校では頭を上に上げて歩くわ。

だってラスール（彼に平安あれ）の教えを守っているんだもの。

ムスリムであるのは誇りだし、みんなに知ってほしい。

イスラームはみんなのためにあるってこと、そして私のために。

(p.22)

Activityアクティビティ

What comes first? 何が最初？

アーリヤは自分のお花を植えたいと思っています。だけど、お花が咲く前にやらなければならないステップがあります。下の絵を見てください。順番に並べることができますか？

(p.24)

預言者よ、あなたの妻、娘たちまた信者の女たちにも、かの女らに長衣を纒うよう告げなさい。それで認められ易く、悩まされなくて済むであろう。
（クルアーン　３３：５９）
